
集
会
は
中
島
執
行
副
委
員

長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
主
催

者
を
代
表
し
て
橋
本
委
員
長

は
以
下
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

〇
八
春
闘
に
つ
い
て

◆
経
団
連
会
長
が
賃
上
げ
容

認
の
姿
勢
を
見
せ
た
が
、
原

油
高
な
ど
の
不
安
定
要
素
か

ら
結
果
前
年
並
み
の
賃
上
げ

◆
Ｊ
Ｒ
東
で
は
九
三
〇
円
の

ベ
ア
、
五
五
歳
以
上
九
〇
〇

円
の
上
積
み
、
貨
物
で
は
九

年
連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
、
五
五
歳

以
上
一
三
〇
〇
円
の
上
積
み

と
一
部
制
度
改
正
が

あ
っ
た
が
不
満
の
残

る
結
果
◆
こ
の
時
期

に
貨
物
の
和
解
問
題

が
存
在
し
、
和
解
の

前
段
で
も
あ
り
抗
議

を
せ
ず
、
報
告
集
会

に
切
り
替
え
、
組
合

員
に
対
す
る
理
解
を

求
め
て
き
た
◆
地
本

は
自
ら
の
課
題
で
春

闘
を
闘
う
と
し
て
、

一
月
十
二
日
の
活
動

家
交
流
集
会
で
意
思

統
一
、
職
場
要
求
の

掘
り
起
こ
し
と
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み

に
力
を
注
い
で
き
た
。
特
に

職
場
施
設
を
利
用
し
集
会
や

学
習
会
を
開
催
し
、
国
労
の

存
在
を
意
識
さ
せ
る
取
り
組

み
を
し
た
◆
大
衆
行
動
の
展

開
と
し
て
〇
八
春
闘
事
務
局

会
議
を
立
ち
上
げ
五
回
に
わ

た
る
事
務
局
会
議
を
開
催
し
、

東
北
総
決
起
集
会
・
仙
台
総

行
動
を
展
開
、
組
織
の
五
割

動
員
を
目
標
に
。
結
果
、
今

年
は
六
割
近
い
組
合
員
を
結

集
し
成
功
裡
に
。
組
織
活
性

化
の
現
わ
れ
と
見
る
。

採
用
差
別
事
件
に
つ
い
て

◆
年
度
内
解
決
を
求
め
る
取

り
組
み
も
全
力
で
行
っ
て
き

た
。
引
き
続
き
地
元
国
会
議

員
へ
の
要
請
行
動
、
議
会
意

見
書
採
択
、
個
人
・
団
体
署

名
行
動
、
支
援
単
産
オ
ル
グ

等
を
取
り
組
む
◆
物
販
、
特

に
ア
ル
バ
へ
の
協
力
を
。
現

状
は
発
足
当
時
の
六
分
の
一

の
売
り
上
げ
、
地
本
は
目
標

の
半
分
。
様
々
な
意
見
は
承

知
の
上
で
夏
の
物
販
、
頒
布

会
と
合
わ
せ
て
お
願
い
す
る
。

貨
物
和
解
に
つ
い
て

◆
和
解
の
前
段
に
、
本
部
が

貨
物
と
の
対
応
に
責
任
を
持

つ
と
表
明
。
国
労
東
北
協
議

会
と
し
て
も
こ
の
問
題
に
し
っ

か
り
と
対
応
を
す
る
こ
と
に
。

四
月
二
五
日
、
貨
物
東
北

支
社
に
対
し
、
東
北
協
議
会

と
し
て
和
解
内
容
の
趣
旨
等

に
つ
い
て
全
職
場
に
周
知
徹

底
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
。

組
織
の
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て

◆
新
規
採
用
者
の
獲
得
に
向

け
、
地
本
を
始
め
と
し
て
支

部
・
分
会
で
多
く
の
議
論
と

取
り
組
み
の
努
力
を
し
て
き

た
。
結
果
、
獲
得
に
至
ら
な

か
っ
た
が
、
こ
の
経
験
と
努

力
を
全
体
の
も
の
と
し
、
今

後
の
対
策
に
結
び
付
け
た
い
。

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘

い
に
つ
い
て

◆
政
治
的
な
問
題
、
課
題
の

改
善
を
目
指
し
、
予
想
さ
れ

て
い
る
解
散
・
総
選
挙
に
お

い
て
憲
法
を
守
る
革
新
勢
力

の
前
進
を
目
指
し
、
地
方
本

部
・
支
部
・
分
会
に
そ
れ
ぞ

れ
意
思
統
一
を
お
願
い
す
る
。

集
会
で
は
本
部
濱
中
書
記

長
よ
り
情
勢
報
告
（
下
記
参

照
）
を
頂
き
、
そ
の
後
地
本

大
沼
書
記
長
か
ら
「
二
〇
〇

八
年
春
闘
総
括
と
今
後
の
取

組
み
に
つ
い
て
」
提
起
が
行

わ
れ
た
。

ま
た
各
支
部
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
報
告
を
受
け
た
あ
と
全
体

討
論
が
展
開
さ
れ
た
。

（
※
報
告
や
質
疑
・
討
論
は

編
集
の
都
合
上
、
次
号
の
掲

載
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
）

最
後
に
大
沼
書
記
長
よ
り

全
体
の
集
約
（
ま
と
め
）
が

あ
り
、
参
加
者
全
員
で
確
認

を
し
、
中
島
副
委
員
長
の
閉

会
挨
拶
と
橋
本
委
員
長
の
団

結
頑
張
ろ
う
で
終
了
し
た
。
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五
月
一
〇
日
、
地
方
本
部
は
各
支
部
・
分
会
の
代
表
者
を
招

集
し
、
〇
八
春
闘
総
括
会
議
を
こ
く
ろ
う
会
館
に
お
い
て
開
催
。

今
春
闘
を
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
、
ま
た
各
支
部
や
分
会

の
取
組
み
を
報
告
し
合
い
、
学
び
合
い
な
が
ら
今
後
の
取
組
み

の
意
思
統
一
を
全
体
で
確
認
し
た
。

※
注

編
集
部
か
ら

本
部
濱
中
書
記
長
の
提
起
は

採
用
差
別
事
件
と
貨
物
和
解

に
つ
い
て
で
し
た
が
、
貨
物
問
題

に
つ
い
て
は
次
頁
の
「
貨
物
和
解

協
議
報
告
集
会
」
に
お
け
る
本

部
田
中
副
委
員
長
の
報
告
と

内
容
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
た
め
割

愛
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

採
用
差
別
事
件
の
現
状
と

展
望
に
つ
い
て

◆
課
題
と
し
て
あ
っ
た
も
の

第
一
の
課
題
は
団
結
の
問
題
。

政
府
は
「
四
党
合
意
を
巡
る

労
組
内
の
不
団
結
が
解
決
の

道
筋
を
壊
し
た
。
労
労
問
題

で
あ
る
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
。

こ
れ
を
解
決
で
き
な
い
「
理

由
」
と
し
て
き
た
。
こ
の
克

服
の
た
め
「
四
者
・
四
団
体
」

と
い
う
解
決
の
た
め
の
枠
組

み
を
決
定
。
そ
の
中
心
は
当

事
者
で
あ
る
被
解
雇
者
で
あ

り
、
我
々
は
サ
ポ
ー
ト
に
徹

す
る
こ
と
を
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
。
政
府
官
僚
を
し
て
「
団

結
し
ま
し
た
ね
」
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
き
た
。

第
二
の
課
題
は
風
化
論
。
政

府
は
「
二
十
数
年
前
の
こ
と

に
百
億
を
超
え
る
和
解
金
を

支
払
う
こ
と
に
国
民
合
意
は

得
ら
れ
な
い
」
と
二
つ
目
の

理
由
に
。
こ
の
克
服
の
一
つ

は
全
国
七
五
六
議
会
か
ら
一

一
三
〇
を
超
え
る
地
方
自
治

体
決
議
。
全
国
民
の
五
五
％

に
匹
敵
す
る
人
口
の
議
会
決

議
を
得
た
。
も
う
一
つ
は
七

千
超
を
集
め
た
一
一
・
三
〇

集
会
の
大
成
功
。
こ
の
二
つ

で
国
民
に
関
心
が
な
い
、
と

す
る
政
府
の
主
張
は
崩
さ
れ

た
。第

三
の
課
題
は
窓
口
。
政
府

は
「
誰
が
窓
口
に
な
り
、
議

論
で
き
る
の
か
？
」
と
い
う

球
を
投
げ
て
き
た
。
闘
争
団

を
多
く
抱
え
る
九
州
・
北
海

道
の
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
皆

さ
ん
が
尽
力
、
民
主
党
議
連

が
地
元
の
政
治
的
課
題
と
し

て
受
け
止
め
た
。
結
果
、
民

主
四
名
の
国
会
議
員
が
正
式

な
政
治
の
窓
口
に
。

第
四
の
課
題
は
裁
判
。
政
治

的
解
決
を
言
い
な
が
ら
「
裁

判
」
を
継
続
し
て
い
る
こ
と

は
矛
盾
、
と
政
府
官
僚
の
指

摘
。
こ
れ
に
対
し
て
は
「
同

時
決
着
」
で
あ
る
と
闘
争
団

が
態
度
表
明
し
、
民
主
党
窓

口
も
理
解
。
裁
判
で
い
え
ば

「
全
動
労
及
び
運
輸
機
構
二

次
訴
訟
は
百
％
勝
つ
か
ら
和

解
協
議
に
乗
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
分
析
し
、
冬
柴
大
臣

に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
た
の

が
官
僚
で
あ
り
妨
害
行
為
。

し
か
し
全
動
労
は
勝
訴
。
３
・

１
３
は
最
高
裁
判
決
を
も
踏

み
に
じ
る
「
時
効
論
」
に
よ

る
逃
げ
。
控
訴
審
に
お
い
て

撥
ね
返
す
が
、
政
治
解
決
と

い
う
土
俵
に
お
い
て
は
殆
ど

影
響
な
し
と
い
う
窓
口
の
民

主
党
も
含
め
た
見
解
。

こ
う
し
た
闘
い
を
通
じ
て
大

き
な
成
果
。
一
つ
は
民
主
党

鳩
山
幹
事
長
が
直
接
家
族
の

前
で
「
『
雇
用
・
年
金
・
解

決
金
』
と
い
う
要
求
を
民
主

党
と
し
て
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
全
力
を
挙
げ
る
」
と
発

言
し
た
こ
と
。
も
う
一
つ
、

連
合
高
木
会
長
が
「
人
権
上

の
問
題
で
あ
り
、
労
組
の
責

任
者
と
し
て
精
一
杯
や
ら
せ

て
も
ら
う
」
と
明
確
に
発
言

し
た
こ
と
。

◆
今
後
何
を
取
り
組
む
の
か

①
高
裁
和
解
に
つ
い
て

政
府
関
係
者
の
感
触
な
ど
を

た
し
か
め
な
が
ら
、
「
検
討

に
値
す
る
」
と
の
共
通
認
識

を
得
、
四
団
体
の
弁
護
団
が

一
堂
に
会
し
相
談
し
て
き
た
。

②
自
民
党
対
策
に
つ
い
て

最
終
的
判
断
は
受
け
入
れ
側

で
あ
る
政
権
与
党
。
自
・
公

に
対
す
る
要
請
・
接
触
が
強

く
求
め
ら
れ
る
。
連
合
会
長

が
手
伝
う
が
、
国
労
自
身
も

積
み
上
げ
て
い
く
。

③
葛
西
証
人
喚
問
に
つ
い
て

六
月
二
日
の
鉄
建
公
団
控
訴

審
の
適
性
証
人
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
東
海
の
会
長
で
あ
り
、
現

役
の
国
家
公
安
委
員
で
も
あ

る
人
物
が
裁
判
の
証
人
に
立

た
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
証
人

に
立
つ
前
に
何
と
か
し
な
さ

い
」
と
い
う
裁
判
所
の
政
府

に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

④
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧
告
に
つ
い
て

七
次
勧
告
ま
で
は
「
日
本
政

府
に
対
し
積
極
的
に
解
決
を

図
れ
」
と
し
て
い
た
が
、
三

月
に
行
わ
れ
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
理

事
会
（
結
社
の
自
由
委
員
会

報
告
）
で
は
、
政
府
と
の
話

し
合
い
に
よ
る
解
決
は
不
可

と
し
、
裁
判
所
に
期
待
す
る

旨
の
内
容
。
こ
れ
は
世
界
的

な
傾
向
と
し
て
同
種
裁
判
で

二
つ
続
け
て
同
じ
判
決
が
出

た
場
合
、
三
つ
目
も
同
様
と

な
る
こ
と
を
見
越
し
て
の
こ

と
。
今
後
、
八
次
勧
告
を
有

利
な
勧
告
に
す
る
た
め
の
準

備
を
進
め
て
い
る
段
階
。

⑤
貨
物
和
解
成
立
に
つ
い
て

解
決
で
き
な
い
問
題
と
し
て

政
府
側
が
「
労
労
問
題
」
と

言
い
訳
し
て
い
た
し
て
い
た

が
、
し
か
し
そ
れ
以
上
に
二

十
年
に
わ
た
る
「
労
使
問
題
」

を
解
決
す
る
こ
と
の
意
味
。

様
々
な
角
度
か
ら
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
作
り
出
す
こ
と

が
で
き
た
。
【
以
下
略
】



東
日
本
本
部
か
ら

集
会
は
高
野
東
日
本
本
部
書

記
長
の
挨
拶
で
開
会
、
主
催
者

を
代
表
し
、
東
日
本
本
部
伊
藤

秀
樹
委
員
長
は
「
こ
の
和
解
の

精
神
を
組
合
側
が
し
っ
か
り
と

押
さ
え
る
こ
と
が
大
切
。
和
解

は
到
達
で
は
な
く
出
発
で
あ
る
。

今
後
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
改
善

を
求
め
て
い
く
た
め
に
、
ど
う

こ
の
和
解
を
生
か
し
て
行
く
の

か
が
鍵
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

国
労
中
央
本
部
か
ら
田
中
副

委
員
長
が
「
中
労
委
に
お
け
る

Ｊ
Ｒ
貨
物
和
解
の
到
達
点
と
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
以
下
の
報
告
を
行
な
っ
た
。

今
和
解
の
位
置
付
け

に
つ
い
て

①
係
争
事
件
を
な
く
し
、
採
用

差
別
事
件
の
早
期
解
決
に
向
け

て
の
環
境
整
備
。

②
一
定
の
組
合
員
が
い
る
時
に
、

公
平
・
公
正
な
人
事
運
用
の
確

立
と
組
織
拡
大
の
基
盤
整
備
。

③
日
貨
労
偏
重
の
労
務
管
理
の

打
破
。

④
国
労
へ
の
差
別
的
扱
い
の
払

拭
の
四
点
。

和
解
に
至
る
ま
で
の

経
過

二
〇
〇
七
年
五
月
三
〇
日
、

前
佐
藤
勝
雄
中
央
本
部
委
員
長

が
中
労
委
の
場
に
お
い
て

①
未
来
志
向
の
労
使
関
係
。

②
労
使
の
信
頼
関
係
の
確
立
。

③
社
会
的
に
評
価
さ
れ
る
会
社

づ
く
り
等
を
述
べ
、
和
解
へ
の

決
意
を
示
し
、
以
降
一
二
回
の

調
査
・
協
議
を
経
て
一
括
和
解

に
至
っ
た
。
ま
た
、
高
橋
伸
二

中
央
本
部
委
員
長
も
第
四
回
調

査
の
場
で
「
社
会
的
に
信
頼
さ

れ
る
会
社
へ
、
誇
り
が
持
て
る

会
社
へ
、
ま
た
健
全
な
会
社
の

発
展
」
と
い
う
内
容
で
和
解
に

当
た
っ
て
の
決
意
を
述
べ
、
会

社
と
し
て
も
「
真
摯
に
受
け
止

め
る
」
と
い
う
発
言
も
あ
っ
た
。

こ
の
間
、
国
労
は
二
〇
年
間

の
国
労
差
別
の
実
態
を
現
場
の

組
合
員
か
ら
発
言
さ
せ
る
時
間

を
要
請
。
二
〇
〇
七
年
一
二
月

五
日
に
は
四
人
の
分
会
代
表
者

が
中
労
委
の
場
で
発
言
す
る
機

会
を
得
て
、
そ
の
内
容
は
委
員

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

ま
た
中
労
委
の
委
員
へ
の
理

解
を
よ
り
深
め
て
も
ら
う
た
め

「
会
社
は
公
平
・
公
正
な
人
事

運
用
を
し
て
い
な
い
」
と
指
摘
、

事
実
昇
職
・
昇
格
に
つ
い
て
は

他
労
組
は
四
～
五
年
で
上
位
職

に
移
行
し
て
い
る
が
国
労
は
満

期
の
一
〇
年
に
な
ら
な
い
と
上

位
職
に
行
け
な
い
と
い
う
実
態

や
労
務
管
理
に
つ
い
て
も
新
規

採
用
者
の
情
報
は
他
労
組
偏
重

で
あ
る
こ
と
を
主
張
。
更
に
国

労
は
差
別
が
な
け
れ
ば
得
ら
れ

た
で
あ
ろ
う
金
額
に
つ
い
て
、

積
み
上
げ
方
式
で
算
出
し
中
労

委
で
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
れ

に
対
し
て
会
社
は
「
実
損
回
復

を
要
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
和
解

協
議
は
打
ち
切
り
」
と
い
う
理

不
尽
な
態
度
を
表
明
。

一
時
危
機
的
な
状
況
も
あ
っ

た
が
、
会
社
側
の
弁
護
士
の
助

言
等
も
あ
り
協
議
は
継
続
。

最
終
的
に
、
会
社
側
か
ら
人

事
運
用
及
び
昇
職
・
昇
格
に
つ

い
て
「
公
平
・
公
正
に
行
う
こ

と
は
異
存
は
な
い
」
と
す
る
回

答
や
、
和
解
協
議
中
に
国
労
組

合
員
が
要
求
す
る
一
部
の
人
事

異
動
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
労
務

管
理
に
つ
い
て
は
、
新
規
採
用

者
へ
の
対
応
は
研
修
期
間
中
は

い
ず
れ
の
労
組
に
も
介
入
さ
せ

な
い
と
の
回
答
を
引
き
出
し
、

以
上
の
経
過
の
上
に
三
月
二
七

日
の
和
解
調
印
が
あ
る
。

仙
台
か
ら
の
発
言

討
論
に
お
い
て
仙
台
か
ら
以

下
の
発
言
が
出
さ
れ
た
。

①
和
解
協
議
中
に
郡
山
か
ら
青

森
へ
の
強
制
配
転
が
あ
っ
た
。

四
月
に
戻
れ
る
と
い
う
こ
と

を
聞
い
た
が
実
現
し
て
い
な
い
。

本
部
の
対
応
を
要
請
す
る
。

②
貨
物
で
は
こ
れ
ま
で
時
事
の

運
動
と
し
て
本
社
へ
の
フ
ァ
ッ

ク
ス
行
動
等
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
回
の
和
解
に
よ
り
今
後
ど

う
な
る
の
か
。

③
出
向
六
年
で
郡
山
に
帰
っ
て

来
た
。
構
造
矛
盾
を
国
労
は
指

摘
し
て
い
る
が
会
社
は
ど
う
思
っ

て
い
る
の
か
。

④
昇
格
試
験
で
は
他
労
組
は
受

け
れ
ば
合
格
、
国
労
は
何
回
受

け
て
も
不
合
格
。
差
別
は
明
ら

か
。

発
言
に
対
す
る
回
答

こ
れ
に
対
し
て
本
部
等
か
ら
、

①
今
後
の
運
動
を
制
限
す
る
た

め
の
和
解
で
は
な
い
。
こ
の
和

解
が
今
後
の
運
動
の
足
か
せ
に

な
っ
て
は
い
け
な
い
。

②
青
森
へ
の
配
転
に
つ
い
て
貨

物
会
社
に
対
し
て
申
し
入
れ
を

行
っ
た
が
「
帰
す
」
に
至
っ
て

い
な
い
。
こ
の
話
を
私
（
東
日

本
本
部
伊
藤
委
員
長
）
が
初
め

て
聞
い
た
の
は
二
月
二
三
日
の

仙
台
地
方
委
員
会
の
場
。
こ
れ

ま
で
木
村
前
議
長
と
連
絡
を
取

り
合
っ
て
き
た
。
今
後
も
努
力

し
て
い
く
。

③
試
験
に
つ
い
て
は
組
合
と
し

て
目
に
見
え
る
よ
う
に
と
要
求

し
て
い
る
。

④
構
造
矛
盾
に
つ
い
て
は
最
近

会
社
も
理
解
し
始
め
て
い
る
。

国
労
本
部
に
「
貨
物
・
三
島

問
題
対
策
会
議
」
を
設
置
し
た
、

と
回
答
が
あ
っ
た
。

ま
た
他
地
本
か
ら
「
和
解
は

ど
ち
ら
も
『
妥
協
』
が
つ
き
も

の
だ
が
、
条
件
を
生
か
し
て
の

運
動
方
向
が
見
え
て
こ
な
い
」

と
の
発
言
が
あ
り
、
こ
れ
に
対

し
て
は
「
会
社
も
国
労
に
対
し

て
今
日
ま
で
様
々
あ
っ
た
が

『
和
解
』
を
受
け
入
れ
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
。
『
国
労
敵
視

政
策
の
変
更
』
と
捉
え
て
も
い

い
と
理
解
す
る
。
問
題
は
こ
れ

か
ら
の
職
場
を
基
礎
に
し
た
運

動
で
あ
る
」
と
答
弁
。

昇
格
等
の
経
過
に

つ
い
て

東
日
本
本
部
山
根
法
対
部
長

か
ら
は
昇
格
に
つ
い
て
「
国
労

は
一
〇
年
経
過
し
て
か
ら
四
か

ら
五
等
級
へ
、
他
労
組
は
四
～

五
年
で
五
等
級
に
な
る
。
四
等

級
の
方
は
東
北
で
国
労
一
四
名
。

こ
の
う
ち
二
月
で
八
名
が
昇

職
、
う
ち
七
名
が
一
〇
年
未
満
。

漏
れ
て
い
る
人
も
い
る
。
こ
れ

に
対
し
中
労
委
は
『
お
互
い
努

力
し
た
』
と
評
価
し
て
い
る
。

国
労
と
し
て
残
っ
た
人
の
取
組

を
今
か
ら
行
う
必
要
が
あ
る
」

と
報
告
が
さ
れ
た
。

国
労
東
北
協
議
会
が

東
北
支
社
へ
要
請

ま
た
今
和
解
を
受
け
、
国
労

東
北
協
議
会
が
貨
物
東
北
支
社

に
対
し
、
和
解
の
趣
旨
を
理
解

し
、
「
勧
告
書
」
「
確
認
書
」

の
厳
守
を
要
請
を
行
い
、
更
に

そ
の
場
で
青
森
へ
の
強
制
配
転

の
「
戻
し
」
に
つ
い
て
要
求
を

し
た
が
、
要
員
需
給
の
関
係
で

「
今
は
無
理
」
と
の
回
答
が
あ
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

組
織
対
策
他
に
つ
い
て

◆
組
織
拡
大
で
は
、
貨
物
の
若

い
人
の
声
は
「
貨
物
労
は
良
い

か
ら
入
っ
た
の
で
は
な
い
。
保

険
の
た
め
に
入
っ
た
」
と
報
告

が
さ
れ
て
い
る
。
国
労
が
「
保

険
」
に
な
り
う
る
こ
と
は
当
然

可
能
で
あ
る
。

◆
新
規
採
用
者
獲
得
行
動
に
つ

い
て
は
、
関
東
で
の
チ
ラ
シ
配

布
行
動
を
紹
介
。
ま
た
東
北
支

社
に
は
四
五
名
が
入
社
し
、
配

属
職
場
の
分
か
っ
て
い
る
箇
所

を
紹
介
し
た
。
他
労
組
と
の
争

奪
戦
に
な
る
が
、
頑
張
る
こ
と

で
一
致
し
た
。

◆
新
規
採
用
者
が
職
場
に
配
属

イ
コ
ー
ル
出
向
と
い
う
こ
と
も

一
部
で
は
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
現
実
と
し
て
あ
る
場
合

は
労
働
契
約
法
上
、
抵
触
す
る

可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
東
日

本
本
部
で
勉
強
す
る
。

◆
六
月
二
九
日
か
ら
三
〇
日
、

一
泊
で
全
貨
物
協
議
会
の
学
習

交
流
会
を
開
催
予
定
で
あ
り
詳

細
は
別
途
。

集
会
は
、
最
後
に
高
野
書
記

長
の
「
引
き
続
き
頑
張
ろ
う
」

と
い
う
閉
会
の
挨
拶
で
終
了
し

た
。
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団結 抵抗 統一

◆
4
月
27
日
、
国
労
盛
岡
地
方
本
部
に
於
い
て
、
国
労
東
日

本
本
部
主
催
に
よ
る
「
貨
物
会
社
係
争
７
事
件
の
和
解
」
の

報
告
会
議
が
開
催
さ
れ
、
仙
台
地
本
か
ら
は
11
名
の
関
係
者

が
参
加
し
た
（
全
体
で
は
参
加
者
27
名
）。

こ
の
報
告
集
会
は
、
3
月
27
日
に
成
立
し
た
中
央
労
働
委
員

会
に
お
け
る
貨
物
会
社
と
の
一
括
和
解
を
受
け
、
国
労
東
北

３
地
本
の
貨
物
関
係
者
な
ど
に
対
し
、
和
解
の
経
過
と
そ
の

趣
旨
説
明
、
ま
た
今
後
の
運
動
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
意
思

統
一
を
図
る
目
的
で
開
催
さ
れ
た
も
の
。

退

職

四
月
三
〇
日

武
田

高
誠
さ
ん

仙
台
電
力
区(

エ
ル
ダ)

佐
藤

勝
雄
さ
ん

郡
山
駅
連
合(

エ
ル
ダ)

永
山

信
義
さ
ん

郡
山
信
通
区(

エ
ル
ダ)

高
橋

忠
光
さ
ん

郡
山
信
通
区(

エ
ル
ダ)

赤
平

千
里
さ
ん

自
動
車

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

お
知
ら
せ

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
の
取
り
扱
い
変
更
に
つ
い
て

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済

業
務
は
１
９
９
９
年
度
末
償
還
期

限
以
降
、
（財
）国
労
会
館
仙
台

事
業
部
で
取
り
扱
い
を
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
返
済
業
務
が
一
定
の

整
理
を
見
た
こ
と
等
か
ら
、
（財
）

国
労
会
館
仙
台
事
業
部
で
取
り

扱
っ
て
き
た
業
務
の
残
り
に
つ
い

て
、
国
労
仙
台
地
方
本
部
で
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
国
労

会
館
建
設
資
金
返
済
請
求
に
つ

い
て
は
下
記
に
請
求
を
し
て
く
だ

さ
い
。

記

住
所

〒
９
８
４-

０
０
１
５

仙
台
市
若
林
区
新
寺

一
丁
目

４-

３
１

名
称

国
鉄
労
働
組
合

仙
台
地
方
本
部

担
当
係

岡
崎

連
絡
先

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
２-

２
９
３-

７
４
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２-

２
９
９-

７
４
３
５

請
求
方
法

所
定
の
請
求
書
に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
「国
労
会
館
建
設

資
金
受
領
之
證
」と
あ
わ
せ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上


